
























































































































































































１期末 ２期末 ３期末 当該債券の価格
キャッシュ・インフロー （名目額） 800 800 10,800
１期首の現在価値 740 686 8,573 10,000
２期首の現在価値 740 9,259 10,000
３期首の現在価値 10,000 10,000
１期末 ２期末 ３期末 当該債券の価格
キャッシュ・インフロー （名目額） 800 800 10,800
１期首の現在価値 761 725 9,329 10,815

























１期末 ２期末 ３期末 当該債券の価格
キャッシュ・インフロー （名目額） 800 800 10,800
１期首の現在価値 727 661 8,114 9,502




















































債券の市場価格 債券の額面 利　息 評価損益 再投資利益 利　益
１期首 10,000 10,000
１期末（配当前） 10,557 10,000 800 557 1,357
１期末（配当後） 10,000 9,472
２期末（配当前） 9,742 9,472 758 -258 500
２期末（配当後） 9,742 9,472



























債券の市場価格 債券の額面 利　息 評価損益 再投資利益 利　益
１期首 10,000 10,000
１期末（配当前） 9,653 10,000 800 -347 453
１期末（配当後） 9,653 10,000
２期末（配当前） 9,818 10,000 800 165 35 1,000
２期末（配当後） 9,818 10,000
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